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2023年11月９日 

各   位 

会 社 名 藤倉コンポジット株式会社 

代表者名 代表取締役社長 森田 健司 

（コード番号5121 東証プライム市場） 

問合せ先 常務取締役管理本部長  髙橋 秀剛 

（TEL 03－3527－8111） 
 

2024年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2023年５月11日に公表した2024年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と本日公表の実績

値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．2024 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 
（2023 年４月１日～2023 年９月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 
 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

73 円 43 銭 18,800 1,900 2,000 1,700 

今回実績値（Ｂ） 19,365 2,220 2,456 2,244 96 円 94 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 565 320 456 544 ― 

増 減 率 （ ％ ） 3.0％ 16.9％ 22.8％ 32.0％ ― 

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期第２四半期） 
20,284 2,171 2,799 2,101 98 円 79 銭 

 
２．差異の理由 
 産業用資材セグメントにおいては、減益になったものの、引布加工品セグメントにおいては、印刷

材料部門が事業撤退発表後に受注が増加したことや、加工品部門において舶用品が堅調に推移したこ

と、また、円安の影響もあり増益となりました。スポーツ用品セグメントにおいては、ゴルフ用カー

ボンシャフト部門において需要が落ち着くと見込んでいたところ、自社ブランドシャフトがアフター

マーケット市場で堅調に推移致しました。 
また、自立・帰還支援雇用創出企業立地補助金を特別利益に計上し、親会社株主に帰属する四半期

純利益は増益となりました。 
これらにより、2023 年５月 11 日に公表した 2024 年３月期第２四半期累計連結業績予想値と実績

値に差異が生じました。 
 
 

以 上 


